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丁寧に棄てられた黒いランドセルが 
灼けつく朝陽を反射する 

  
あじさいのほの青さも 
この暑さでは色褪せる 

  
どんよりと踊る者は誰か 
雲の下にまた雲があるよ 

  
目深に被る黄色い帽子とすれ違い 
僕は思わずも手をかざす 
あらゆる色が白を纏っていたがため――― 

  
ああ、白を使い分けるのは難しいだろうに 
夏の太陽は朝に白を使う 
風を押しとどめたうえで 
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